
詩
家
の

四

始

設

に

就
h、
て

j度

透

部

?よ

本
小
論
は
昭
和
十
四
年
十
二
月
九
日
東
京
文
理
科
大
祭
漢
文
肇
曾
巳
於
い
℃
致
表
せ
る
も
の
に
総
主
整
備
を
加
へ
た
も
の
で
、
い
づ
れ
試

論
の
域
主
出
で
や
y
、
策
者
自
身
銃
に
意
に
瀦
た
ね
所
も
多
々
有
る
が
、
旦
く
大
方
の
叱
一
五
主
乞
び
他
日
の
補
修
b
L
附
加
し
た
い
と
思
〉
針
。
漁
小
論

の
成
る
お
~
絡
始
御
懇
切
な
る
御
指
導
主
賜
っ
た
小
林
信
明
先
生
に
は
、
議
ん
で
謝
意
b
L
一
決
す
る
次
第
で
あ
る
。

持
家
の
感
応
於
い
℃
は
、
四
始
の
訟
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
。
毛
詩
の
大
序
に
、

詩
有
ム
ハ
義
一
お
。
一
日
風
、
二
日
紙
、
一
一
一
日
比
、
問
日
典
、
五
日
雅
、
六
日
鎖
。
上
以
風
化
下
、
下
以
風
刺
上
。
主
丈
一
向
一
端
諌
、
雪
之
者
無

罪
、
問
問
之
者
足
以
戒
。
故
日
風
。
至
子
一
土
道
家
、
総
義
援
、
政
教
犬
、
関
田
邦
政
、
家
殊
俗
、
而
縫
風
媛
雅
作
ム
欠
。
問
問
真
明
乎
得
失
之
泌
、

傷
人
倫
之
殿
、
哀
刑
政
之
苛
、
吟
詠
能
性
、
以
風
北
ハ
上
、
建
於
一
帯
媛
、
苅
懐
北
ハ
銭
終
者
品
。
故
旋
風
致
乎
情
、
止
於
純
義
。
幾
乎
街
、
民

・2
性
也
。
止
乎
総
義
、
先
…
主
之
様
・
也
。
是
以
、
一
瞬
之
事
、
繋
一
人
之
本
、
認
之
風
。
言
天
下
之
事
、
形
四
万
之
風
、
謂
之
雑
。
雅
者
五

×
×
×
×
 

感
。
一
一
員
一
土
政
之
所
出
駿
興
品
。
政
有
小
大
、
故
有
小
雅
治
、
有
大
獄
鴬
o
M
m、
者
美
盛
徳
之
形
容
、
以
北
ハ
成
功
告
於
紳
明
者
也
。
是
諮
問
始
。

詩
之
至
品
。

と
あ
り
、
史
認
の
孔
子
世
家
匹
、

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

 

綴
腕
之
乱
、
以
矯
風
之
始
。
鹿
嶋
銭
小
雅
始
。
文
五
銭
大
殺
始
。
治
樹
得
税
始
。

と
記
さ
れ
、
詩
終
氾
様
橋
ハ
毛
詩
正
義
引
〉
に
、

×

×

×

×

×

×

×

×

 

大
明
・
荘
一
友
、
水
始
・
祖
母
問
牡
在
寅
、
木
始
也
。
十
一
幼
魚
夜
巳
、
火
始
唱
。
鴻
雁
在
申
、
金
始
・
也
。
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イ

)

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
み
る
。
今
此
の
一
一
一
者
に
就
い
℃
]
心
人
々
一
立
ハ
の
問
仏
加
の
設
主
考
察
す
る
応
、

毛
詩
大
序
の
鴎
始

。

宅
詩
大
序
の
開
始
の
論
は
壱
…
一
蹴
し
℃
知
ら
る
L

が
如
く
，
ム
所
が
誌
だ
明
絞
b
L
飲
い
℃
結
り
、
「
社
一
比
約
四
始
ー
一
と
試
ふ
も
の
¥
走
が

3
 

俗
を
指
す
の
で
あ
る
か
訟
り
明
瞭
で
な
い
。
従
つ
℃
見
方
に
依
り
℃
は
ヲ
円
以
が
岡
山
・
小
流
・
大
流
・
M
M
の
問
者
主
持
ず
と
も
、
或
は
メ
瓜
・
殺
-

M

制
・
畿
の
問
者
名
す
と
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
も
…
純
一
銭
誠
一
議
抑
制
…

f
湾
建
議
玄
の
武
主
引
い
℃
、
開
始
乞
以
℃
風
ふ
紘
一
-

~

O

J

 

大
雅
・
磁
の
問
者
な
り
と
滋
レ
、
開
始
の
始
が
人
君
印
刷
パ
段
の
「
ハ
ジ
メ
」
で
あ
る
と
一
辺
ふ
怠
味
と
解
し
℃
絞
る
。

開
始
者
、
翌
日
絞
滋
一
氏
、
風
也
。
小
雅
弘
。
大
雅
也
。
似
也
。
此
問
者
問
…
一
説
明
広
一
比
人
万
円
安
一
郎
添
加
〈
、
滋
之

mZ衰
の
刀
〈
等
氏
、

主
滋
山
県
変
之
一
初
出
。
然
期
比
問
者
是
入
君
飽
〈
段
之
始
、
故
諮
之
開
始
也
。
ハ
毛
詩
主
義
)

鄭
玄
の
述
べ
方
は
柏
主
淡
と
し
℃
居
る
が
ち
然
し
共
一
の
旨
と
す
る
所
は
、
恐
ら
く
孔
穎
惑
の
一
斉
の
如
く
で
あ
ら
う
。

ハ
ロ
)
史
認
孔
子
世
家
の
開
始

次
に
史
誌
の
孔
子
世
家
の
言
ム
所
主
一
見
る
応
、
孔
子
世
家

r
の
問
蛤
の
論
は
、
風
・
小
雅
・
大
雅
・
関
川
の
夫
々
の
最
一
初
の
詩
綴
た
る
開
制
政
・
鹿
嶋
・

丈
一
土
・
治
期
の
問
者
主
開
始
と
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
郎
ち
鴎
始
の
始
、
を
「
ハ
ジ
メ
」
と
解
し
た
黙
は
前
訟
に
同
じ
い
が
、
北
ハ
の
一

i

ハ
ク
メ
」

の
意
味
す
る
内
容
が
具
つ
℃
殺
る
の
で
あ
る
。

皮
錫
瑞
は
毛
詩
の
関
践
の
序
に
「
間
関
経
后
妃
之
徳
告
。
風
之
始
也
。
」
と
あ
る
の
が
、
恰
も
此
の
孔
子
秋
山
水
の
「
関
腕
之
乱
、
以
矯
風
之

仏
間
一
リ
い
と
あ
る
の
と
一
致
す
る
所
か
ら
、
史
誌
の
問
始
を
以
℃
毛
詩
の
大
序
の
問
始
と
同
地
(
ら
や
と
し
℃
居
る
が
、
此
は
一
つ
に
は
屯
詩
大
序

の
議
方
の
徐
h

り
明
瞭
で
な
い
所
か
ら
起
っ
た
考
で
も
あ
る
ら
し
く
、
前
の
孔
穎
議
の
一
止
義
に
記
さ
れ
た
所
か
ら
考
へ
て
、
支
に
又
，
鹿
鳴
・

文
五
・
滋
樹
等
主
夫
，
Z

小
雅
・
大
殺
・
拐
の
始
で
あ
る
と
し
℃
関
践
と
併
せ
℃
之
乞
四
始
な
り
と
す
る
の
が
、
毛
詩
、
大
序
の
問
始
と
直
に
同

じ
と
は
麟
じ
き
れ
な
い
の
で
、
暫
く
皮
氏
の
識
を
以
℃
疑
と
す
る
外
は
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
郎
ち
、
史
認
に
見
る
所
は
、
詩
経
の
風
・
小
雅
・

大
雅
・
刻
、
の
践
者
の
夫
冷
む
故
初
の
篇
老
取
上
げ
て
題
始
と
総
し
℃
捻
る
の
で
、
詩
の
配
列
に
基
く
訟
で
あ
り
、
共
等
の
詩
篇
は
恰
も
毛
詩
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一
段
蛇
対
応
…
於
い
℃
も
紘
一
切
J

小
殊
工
八
殺
・
演
の
最
初
の
続
一
と
た
ク
℃
は
貯
一
色
、
で
毛
誇
大
序
は
決
し
℃
詩
篇
の
配
列
に
蒸
い
℃
訟
を
成
し
℃

、
は
麗
ら
ぬ
。

ハ
ハ
)
詩
緯
氾
務
総
の
四
始

授
、
詩
総
氾
擦
板
の
間
始
は
と
い
ム
巳
、
此
は
、
大
明
・
悶
牡
・
嘉
魚
・
鴻
擁
・
の
四
皆
川
が
、
夫
々
五
行
の
水
・
木
・
火
・
金
の
始
で
あ

る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

因
み
に
此
は
五
行
の
内
の
問
者
で
あ
る
し
、
刀
〈
終
警
の
文
は
残
依
の
も
の
が
多
い
か
ら
、
右
は
初
よ
り
問
者
な
の
で
は
な
く
し
℃
、
何

か
恐
-A
〈
が
続
け
た
の
で
は
友
い
か
と
の
疑
を
抱
く
向
が
有
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
孔
穎
惑
が
之
を
引
用
し
た
・
訴
時
は
未
、
た
総
書
も
大
分
有

は
」
J

r

っ
た
容
で
あ
る
し
、
税
耕
一
句
そ
れ
に

建
問
始
五
際
市
八
節
述
。

ハ
太
平
御
覧
・
初
勝
一
元
引
詩
総
数
度
災
〉

集
微
撚
務
、
上
統
一
五
泉
、
下
叙
四
始
、
殺
列
五
際
。
ハ
向
上
引
詩
綜
合
紳
霧
)

等
の
詩
一
綜
の
文
に
照
し
見
る
時
、
此
が
悶
始
の
設
で
あ
る
事
は
間
遠
無
い
で
あ
ら
う
。

被
ム
に
詩
鮮
が
四
始
の
始
を
「
ハ
ジ
メ
」
と
解
す
る
黙
に
於
い
℃
は
、
一
一
向
応
援
や
鄭
玄
・
孔
穎
建
の
徒
と
同
じ
で
、
殊
に
四
始
の
始
を
「
ハ

ジ
メ
」
と
解
し
、
且
つ
四
つ
の
詩
絡
を
以
℃
之
を
一
不
す
所
は
、
孔
子
世
家
に
一
五
ム
所
と
似
℃
仲
間
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
此
は
開
始
b
L
五
行
の

内
の
水
・
木
・
火
・
金
偶
者
の
始
と
す
る
の
で
あ
っ
℃
、
共
の
考
の
校
祇
は
決
し
℃
同
一
で
は
な
い
。
の
み
な
ら
や
、
詩
の
大
序
の
開
始
が

風
・
小
雑
・
大
我
・
似
を
拐
し
、
孔
子
世
家
に
…
広
ム
向
始
が
鼠
・
小
雅
・
大
雅
・
邸
、
の
中
の
問
符
稀
で
あ
る
の
に
封
し
℃
詩
総
の
一
以
ム
所
は

小
・
大
二
雅
中
の
間
詩
篇
を
指
す
と
一
五
ム
質
際
上
の
大
き
な
品
川
況
が
有
る
か
ら
、
此
の
刊
日
付
総
一
の
訟
は
兎
に
灼
前
二
者
と
は
明
絞
に
閥
均
一
っ
た
も
の

一
で
あ
る
。

、
要
す
る
に
、
以
上
の
問
始
氏
一
蹴
す
る
一
一
一
つ
の
訟
は
、
約
れ
も
問
弁
る
椛
想
主
持
つ
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
一
一
一
有
一
一
…
校
は
如

{
一
一
何
に
鮮
さ
る
河
き
で
あ
ら
う
か
。
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一一

惟
ト
仰
に
、
毛
殺
の
大
序
に
お
す
る
孔
穎
撲
の
解
を
以
℃
，
市
一
に
毛
詩
ハ
哉
の
設
と
す
る
の
は
愈
険
な
黙
が
注
い
で
も
な
い
し
、
が
〈
郷
玄
の
詩

訟
に
関
し
℃
は
、
北
パ
の
系
統
上
多
少
の
問
題
b
L
残
さ
な
い
で
は
な
い
が
、
毛
詩
大
序
の
説
く
所
、
設
に
大
序
に
本
づ
い
℃
述
べ
ら
れ
た
と
思

は
れ
る
鄭
氏
の
設
や
、
ま
た
長
の
数
約
と
見
ら
れ
る
孔
氏
の
論
は
、
ま
づ
/
¥
毛
詩
ハ
哉
の
設
と
見
℃
品
川
品
交
な
か
ら
う
。
又
史
認
の
符
訟
に
就

い
℃
は
、
多
く
の
務
者
は
魯
詩
訟
b
L
執
っ
℃
居
る
。
従
つ
℃
孔
子
世
家
の
開
始
訟
に
於
℃
も
、
務
総
及
び
隊
存
紋
・
喬
縦
父
子
等
は
、
此
を
以

芝
、
魯
詩
訟
で
あ
る
と
し
℃
ゐ
る
。
(
貌
源
詩
古
微
・
線
喬
椴
A
M
W

詩
透
設
孜
参
照
)
更
に
詩
鮮
の
訟
に
闘
し
℃
は
.
元
来
終
警
に
於
け
る
経

訟
は
、
春
秋
訟
と
い
び
常
議
論
と
い
び
、
凡
℃
弾
事
設
と
一
致
す
る
黙
か
ら
考
ヘ
ヘ
℃
、
持
詩
に
践
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。

ま
た
此
の
詩
総
の
訟
を
舛
詩
の
開
始
訟
で
あ
る
と
す
る
事
は
、
諸
家
の
意
見
の
一
致
す
る
所
で
あ
る
。
し
℃
見
る
と
、
持
家
開
始
訟
の
多
絞

位
、
は
、
一
に
猟
?
魯
・
斡
及
び
毛
の
同
家
常
設
の
相
換
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
忍
は
れ
る
。
口
ハ
斡
持
家
の
訟
が
如
何
寸
あ
っ
た
か
丈

は
、
知
る
出
が
な
い
が
、
貌
源
は
限
度
の
友
氏
俸
の
解
創
刊
か
ら
判
隣
し
℃
、
韓
認
の
問
詩
訟
は
、
府
市
十
一
街
、
小
碓
鹿
嶋
ト
ム
ハ
第
、
大
雅
文

芸
A
十
四
篇
(
桃
山
お
腕
時
科
目
一
ば
州
市
)
及
、
び
周
鋭
、
主
主
夫
々
風
・
小
一
雅
・
大
一
線
・
M
M
の
正
一
始
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
℃
ゐ
る
。

比
の
場
合
、
四
始
の
始
は
，
「
ハ
ジ
メ
」
で
は
な
く
し
℃
寸
正
し
い
詩
」
と
解
さ
れ
る
様
で
あ
る
。
ハ
河
川
古
微
参
照
〉

以
上
は
問
始
に
関
す
る
諸
訟
を
禦
げ
、
更
に
後
世
諸
家
の
見
解
を
交
へ
℃
之
主
整
現
し
、
北
ハ
の
多
様
性
主
以
℃
詳
の
間
家
に
桂
内
す
る
も

の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
が
此
の
中
、
持
詩
訟
と
考
へ
ら
れ
る
詩
詳
の
設
以
外
の
問
始
設
は
、
上
越
以
上
に
mm
し
℃
著
し

い
民
間
b
L
窺
ふ
二
と
が
出
来
友
い
。
即
ち
毛
詩
家
の
開
始
一
は
、
結
局
に
於
℃
詩
経
に
記
さ
れ
た
所
主
行
ム
か
行
は
な
い
か
が
入
計
腕
〈
援
の
妨

と
な
る
と
い
ふ
丈
の
こ
と
で
あ
り
、
告
官
詩
家
の
図
始
は
、
関
蛾
・
鹿
鳴
・
文
王
・
滞
期
の
四
詩
が
夫
々
風
・
大
小
雅
・

Mm
の
始
一
の
詩
で
あ
る

F

ー
と
い
ふ
位
の
窓
に
し
か
取
れ
宇
、
巧
〈
韓
詩
・
家
の
思
始
と
想
定
さ
れ
る
所
も
、
数
篤
の
詩
群
を
以
℃
、
風
雅
M

問
、
各
類
の
代
表
作
品
と
見
ょ
う
と

す
る
総
一
度
の
意
味
む
し
か
考
へ
お
れ
な
い
。
穏
つ
℃
、
毛
・
品
川
村
・
斡
の
一
一
一
家
に
寝
つ
℃
は
、

m
開
始
と
い
ム
ニ
と
も
、
そ
れ
ほ
ど
特
別
に
深
い

し
意
義
一
を
持
り
た
も
の
去
は
怒
な
れ
誌
や
が
、
務
hva斉
設
に
~
在
つ
℃
は
、
特
異
の
絞
怒
主
以
℃
'
L
V

℃
、
務
批
判
の
構
成
内
容
を
有
す
る
最
も
興
味
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有
る
問
題
を
捷
一
ぷ
し
℃
一
ゐ
る
。
以
下
攻
守
ら
此
に
就
い
℃
考
察
を
進
め
る
一
世

)
詩
総
氾
挺
板
の
間
始
訟
は
、
文
明
・
鴎
牡
・
系
魚
・
鴻
穫
の
四
詩
老
夫
々
水
・
木
・
火
・
令
一
の
始
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
大
切
以
下
の
凶

水
・
木
・
火
・
会
の
始
と
な
り
得
る
の
は
‘
此
等
間
詩
が
叉
夫
九
パ
一
一
亥
・
寅
・
巳
・
中
の
各
民
一
に
配
せ
ら
れ
℃
ゐ
の
に
内
一
る
。

mw
ち
一
力
一
行
十
二
一
段
の
配

誌
は
、
治
南
子
な

εに
依
る
と
、

問
中
乙
寅
卯
木
也
。
内
了
己
午
火
也
。
戊
己
四
季
土
也

Q

成
宇
中
同
金
也
口

子
水
也
。
ハ
天
文
刻
)

と
あ
り
宮
山
県
・
包
・
ー
取
ろ
亥
拭
仰
れ
も
水
@
火
・
金
・
水
の
始
に
常
つ
℃
ゐ
る
。
此
は
総
く

普
通
に
行
は
れ
る
五
行
十
二
一
民
の
組
合
せ
で
あ
る
か
ら
、
従
れ
/
℃
大
明
・
間
社
・
蕊

魚
・
鴻
艇
が
一
次
二
山
ハ
e

巳
・
中
広
配
ー
せ
ら
れ
る
繰
り
、
大
切
・
四
牡
・
茶
魚
・
鴻
艇

の
問
詩
は
，
水
・
木
・
火
・
金
の
仏
別
で
あ
り
得
る
。
今
、
持
総
の
一
五
、
井
戸
所
主
同
一
ぷ
す

。
一
民
に
一
一
…
一
一
校
宛
配
ず
る
帯
、
及
び
淀
川
日
詩
筋
。
針
子

J
Z

れ
ば
，
上
の
如
く
r
h

な
る
い
で
は
後
惑
す
る
ο

又
此

ο
闘
。
各
一
以
に
於
け
る
的
出
山
川

〈
銃
器
詩
ャ
μ
数
。
一
五
ふ
所
に
従
ひ
、
毛

詩
一
り
配
列
民
一
致
せ
し
め
で
議
く

Q

技
此
の
間
に
就
い
℃
此
の
間
始
訟
の
織
惑
を
見
る
と
、

ハ
一
)
問
始
一
が
亥
か
ら
設
き
起
二
さ
れ
℃
ゐ
る
。

一
反
応
一
一
一
詩
が
配
せ
ら
れ
炉
、
々
牧
民
主
代
表
す
る
詩
給
一
は
、
各
反
応
配
せ
ら
れ
た
詩
絡
の
仲
第
主
以
℃
ず
る
。

大
明
・
悶
牡
二
幼
魚
・
鴻
粧
が
，
夫
ん
バ
亥
・
官
(
・
日
・
中
に
配
さ
れ
℃
ゐ
る
。

と
い
ふ
一
一
一
つ
の
賠
か
ら
成
り
立
つ
℃
ゐ
る
。
何
が
故
広
間
開
始
一
は
木
rw
常
る
甲
乙
究
卯
一
か
ら
訟
き
超
ニ
さ
な
い
で
亥
か
ら
始
ま
る
の
か
。
何
が

放
に
各
民
に
は
一
一
一
詩
が
卸
仰
せ
ら
れ
1

各
い
肢
は
北
ハ
の
詩
の
仲
絡
を
以
℃
代
表
せ
ら
れ
る
の
か
。
叉
何
が
放
に
大
切
が
一
友
、
間
牡
が
究
、
来
品
川
…
が

ハニゾ
ハ一一一)
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巴
、
鴻
擦
が
中
に
配
食
さ
れ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

問

9
 

開
始
が
一
茶
か
ら
設
き
起
二
さ
れ
℃
ゐ
る
ニ
と
に
蹴
し
℃
は
、
従
一
米
持
々
の
設
が
行
は
れ
℃
ゐ
る
。
例
へ
ば
陳
希
税
の
、

政
易
総
…
地
卦
験
、
以
八
卦
芸
配
八
街
、
仏
州
於
投
、
王
立
冬
、
怒
於
先
主
秋
分
。
始
於
乾
者
、
乾
荘
一
亥
枚
、
即
詩
開
始
之
以
一
友
伝
始
。
。

、i
」
品
川
町

〆
江
戸
、
打
岳
部

集
殺
)

の
如
き
、
間
接
乍
ら
一
の
訟
切
で
あ
り
)
メ

凡
教
一
一
一
期
之
数
、
持
従
一
亥
仲
起
者
、
陰
防
之
一
%
、
分
於
問
北
、
尚
北
者
乾
枚
、
市
内
物
之
所
設
始
、
故
以
是
組
数
白

の
如
き
、
右
と
利
校
一
つ
℃
説
く
所
有
ら
ん
と
し
、
え
彼
は
別
に

梁
間
始
、
以
4X岱
許
者
、
水
誌
五
行
之
本
、
比
八
日
川
一
五
武
容
一
女
、
天
地
所
紀
、
経
始
所
主
、
故
推
三
芥
之
数
、
持
従
一
友
之
仲
起
山
明
。

ハ
向
上
)

〈
舛
符
m
A

氏
態
疏
殺
)

等
と
も
説
き
、
校
ん
N
r
N

解
明
b
L
試
み
℃
借
る
が
、
何
れ
い
も
核
心
主
街
い
℃
有
撲
に
お
る
も
の
と
は
怨
し
難
い
。
北
ハ
の
他
に
も
料
々
の
設
が
有

る
や
ろ

m

で
あ
る
が
、
総
門
誌
の
仰
の

Mm
に
犬
は
れ
た
事
が
設
大
の
涼
閃
と
な
っ
℃
、
狛
ほ
徹
底
的
な
断
案
を
日
凡
な
い
。

椛
ふ
に
此
は
右
の
如
く
一
般
論
的
安
説
く
可
き
も
の
で
は
な
く
℃
‘
特
殊
的
立
場
よ
り
出
溌
し
℃
海
へ
る
ぺ
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

元
来
，
亥
は
，
渓
入
、
殊
に
総
設
に
於
℃
特
別
な
牧
泣
を
持
つ
℃
ゐ
る
絞
で
、
後
渓
喜
郎
知
俸
の
注
に
引
か
れ
た
詩
総
氾
縦
一
級
に
は
、

凡
推
注
ハ
数
、
背
従
亥
之
件
起
。
此
天
地
所
定
位
、
陰
陽
気
潟
市
復
仏
州
、
持
物
死
市
復
蘇
、
大
統
之
始
。

等
と
あ
る
。
殊
に
「
大
統
之
始
」
な
ど
と
一
五
ム
認
は
頗
る
注
目
日
航
す
る
も
の
で
あ
る
o
e

蒸
し
此
等
の
訟
を
成
せ
し
所
の
茂
人
に
と
っ
℃
、
大
統
一
と
は
少
く
と
も
渓
宗
の
帝
絞
を
窓
味
す
る
の
が
最
も
泣
接
、
な
考
方
で
、
一
印
し
て
此

の
大
統
b
L
f
市
一
円
高
五
大
経
お
の
も
の
と
す
る
限
り
に
於
い
℃
、
民
が
一
一
自
に
又
宇
宙
開
の
陰
陽
循
環
高
物
稗
生
の
大
原
初
引
を
示
す
と
し
℃
も
、

っ

一
一
前
一
等
抵
鱗
ず
る
所
が
無
い
ー
さ
れ
な
此
は
漢
帝
絞
の
開
理
局
識
と
…
X
と
の
関
に
何
等
か
の
前
提
的
友
関
孫
b
L
議
恕
せ
し
め
る
も
の
が
有
り
は
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一
一
し
ん
訟
一
い
い
か
で
あ
ら
う
か
。

此
に
於
い
て
史
認
・
渓
惑
に
徴
す
る
に

務
一
五
年
(
料
)
十
月
、
叩
双
山
兵
季
五
一
附
…
句
会
主
。

渓
一
之
典
、
五
庄
一
衆
子
京
弁
。

ハ
史
記
高
説
本
紀
)

ハ
同
天
官
警
)

ハ
漢
書
高
帝
紀
)

浅
一
五
年
十
月
、
五
円
中
一
衆
於
来
井
、
以
係
一
教
之
、
a

従
歳
ぷ
感
。

ハ
同
天
文
広
)

一
五
年
各
十
月
、
五
日
川
衆
子
東
井
、

山
川
公
五
銭
上
。

此
高
皇
帝
受
命
之
符
也
。

故
客
お
張
耳
目
、
来
井
一
策
地
、

漠
一
十
一
入
案
、
五
一
ぷ

従
滋
来
、
滋
以
取
天
下
。

別
ち
高
級
は
乙
未
の
年
の
十
月
に
開
に
入
つ
℃
鼠
上
に
五
つ
℃
居
る
が
、
議
し
此
の
故
初
に
関
に
入
っ
た
と
式
ふ
事
は
非

常
に
重
梨
、
な
し
九
日
山
義
主
有
ち
、

と
M
M
唱
え
℃
法
る
。

以
後
、
諸
英
傑
と
天
下
を
争
ム
に
際
し
℃
優
先
機
を
猿
得
し
た
ゆ
認
に
な
る
の

F

な
あ
る
。

従
つ
℃
此
は
笈
に
お
組

大
業
成
就
の
第
一
段
階
と
し
℃
、

浅
山
ず
一
に
と
っ
℃
は
正
に
允
ハ
の
大
統
の
向
後
と
考
へ
ら
れ
る
諮
で
あ
る
。

「
.
九
川
中
一
衆
子
米
井
o
f
…
と
式
ム
品
誠
一

は
、
笈
に
之
を
示
し
℃
依
り
有
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

山
内
ち
五
ぷ
が
一
所
に
来
る
の
は
、

浅
沓
に

日
月
知
合
際
、

4
L
1
2守口
H

い札

τド

h
a

-
-
到
女
主
主

ハ
律
一
路
芯
〉

と
あ
る
所
訪
問
闘
の
紙
態
と
同
じ
で
あ
っ
℃
、

天
地
が
間
関
し
℃
、

一
所
に
来
れ
る
五
り
伎
が
ー
お
〈
々
呉
れ
る
速
度
で
進
行
を
始
め
る
、

し
し
〉

b
f

-仏札
F

〆わ
V

杭仲
P

受
命
の
者
有
り
、

北
ハ
の
後
或
年
数
を
経
℃
一
件
び
元
の
紋
態
に
反
る
時
、

新
に
又
受
命
の
者
が
超
る
と
一
五
ふ
の
が
、

支
那
古
代
人
の
持
方
寸
あ

る
。
此
等
r
h

就
い
℃
は
前
掲
筏
寄
一
大
丈
志
以
外
に
も
、

意
地
雲
秒
、
芸
品
…
一
間
一
一
一
…
説
勝
一
時
合
秒
。
ハ
均
五
点
経
一
引
笠
妥
協
加
制
限
)

光
一
地
問
問
問
側
、
甲
子
各
室
、
日
立
ね
懸
幌
、
力
一
応
ぷ
得
税
収
。
ハ
初
勝
一
-
子
太
平
智
治
命
寺
中
一
ぢ
制
悲
劇

γ
以
州
サ
併

の
如
き
例
設
が
有
り
、
純
一
一
刊
明
目
的
一
九
…
勾
叫
ん
ω
時
l
m
M
M
抑
制
…
ぬ
比
一
持
切
れ
常
的
体
吟
滑
り
お
mvf
虫
記
・
室
岡
の
話
刊
紙
、
ど
綜
合
し
℃
見

れ
ば
、
消
公
が
川
如
上
に
至
。
た
十
月
は
…
止
に
漢
の
山
内
裁
で
-
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
加
し
℃
十
月
は
十
二
反
の
配
蛍
に
於
い
℃
は
恰
も
一
亥
の
丹
に
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常
る
り
で
あ
る
。
何
々
「
五
一
足
衆
子
東
弁
。
〕
な
る
渓
者
の
記
事
に
は
問
題
が
有
つ
℃
、
間
々
此
が
不
合
斑
を
説
く
者
有
り
、
或
は
「
史
浪
人

・2
Z凶
FAB--TZ
，

一
言
不
改
弾
。
い
と
一
五
弘
、
「
先
史
官
欲
紳
北
ハ
事
、
不
後
投
之
於
慨
し
り
」
と
え
ひ
、

ZH従
来
日
井
、
警
比
一
悲
一
向
。
」
と
一
再
び
、
山
抑
制
山
何
百
一
惑
の
事
笠

牲
に
は
疑
有
り
と
し
℃
も
，
少
く
と
も
史
認
・
渓
沓
の
記
放
を
綜
合
し
℃
見
た
時
、
五
日
比
が
京
弁
に
ん
何
日
し
℃
浦
公
が
務
上
に
五
っ
た
時
が
漢

の
受
命
の
時
間
州
ち
漠
大
統
の
出
稜
で
あ
る
と
す
る
概
念
の
存
布
し
た
革
主
知
る
の
で
あ
る
。
ま
然
る
時
、
事
震
の
如
何
は
問
題
で
は
な
い
。

tm京

猶
ほ
史
認
に
は
「
案
以
各
十
月
得
議
品
目
。
ぃ
動
的
鼎
「
(
南
極
)
響
楽
五
一
明
版
色
。
」
締
の
記
裁
が
有
つ
℃
、
高
級
の
正
明
版
色
は
応
策
を
襲
用
し
、

十
月
九
忽
以
℃
議
首
と
し
た
と
す
ふ
の
で
あ
る
。
が
此
に
し
℃
も
北
パ
の
出
来
主
総
ね
れ
ば
、

(
油
公
〉
途
以
十
月
弔
意
上
、
興
一
説
伎
一
千
域
防
、
桂
一
一
品
切
六
立
川
砂
漠
一
土
・
間
以
十
月
怨
年
品
目
。
:
入
史
認
対
科
書
・
漢
書
郊
…
松
本
)

以
高
蹴
十
月
均
室
内
制
上
、
故
、
図
版
制
笠
公
時
本
十
月
霊
感
問
、
不
卒
。
ハ
雲
仙
丞
一
段
相
俸
・
室
長
m
笠
宮
山
中
液
体
)

と
問
加
え
℃
活
℃
、
や
は
り
高
級
の
一
務
上
到
建
に
起
関
す
る
と
一
五
ふ
こ
と
に
な
る
。

新
く
℃
漢
患
の
山
川
護
と
亥
と
の
間
に
は
切
離
し
難
い
概
念
の
迷
鎖
が
生
守
る
の
で
あ
っ
℃
、
一
亥
が
総
℃
の
始
ま
り
な
り
と
し
℃
、
四
始
が

…
亥
よ
り
就
き
恕
さ
れ
る
在
接
の
理
由
も
発
に
潜
ん
で
居
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

右
に
就
い
℃
は
、
一
一
山
に
於
℃
、
高
組
が
続
上
に
至
っ
た
時
を
十
月
と
す
る
考
が
、
笠
は
漢
が
泰
の
正
朔
脱
色
を
襲
用
し
た
後
に
於
い

℃
生
じ
た
一
械
の
附
舎
で
は
た
い
か
と
公
ム
疑
も
成
立
し
得
る
。

mw
ち
前
掲
封
切
料
治
問
・
郊
記
志
・
張
丞
相
体
等
に
見
ゆ
る
考
と
正
反
釘
の

考
が
成
立
ち
得
る
の
で
あ
る
a

そ
れ
は
‘

j

二
一
等
、
来
藤
項
籍
、
雨
議
入
額
、
問
故
奏
時
上
帝
一
刺
何
帝
告
。
お
日
、
問
帝
、
有
白
育
支
赤
帝
之
柄
。
、
高
組
日
、
五
問
問
問
、
天
有
五
張
、

一
印
有
四
何
密
告
英
知
共
設
。
於
是
溜
一
組
問
、
吾
知
之
突
。
乃
待
我
雨
具
ヤ
ル
口
市
私
。
乃
立
北
東
帝
柄
、
命
日
北
持
。
(
史
認
封
総
書
・
渓
議
郊

」
調
、
志
)

J

諜加持、
J

高
m
純
白
1

北
特
待
我
一
向
起
、
亦
議
以
篤

1

獲
水
徳
之
瑞
9

(

史
認
擦
番
)

安
宏
事
記
事
ん
一
位
~
扶
れ
援
一
バ
一
一
義
雄
捻
註
敬
一
波
錯
し
な
ぬ
る
一
五
滞
る
の
で
i

一
英
一
の
意
味
に
於
一
い
〈
]
秦
蛤
長
一
が
自
ら
水
徳
ー
と
も
な
し
℃
十
一
丹
、
を
以
て
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一
漢
撃
と
矯
レ
党
事
と
間
擦
の
行
吉
一
方
宏
、
高
一
粧
が
十
月
を
一
議
官
ど
震
ず
事
が
可
様
で
あ
る
ι
然
る
後
一
羽
上
到
ふ
殺
を
亥
の
月
十
月
と
附
脅
し
絡

す
事
も
亦
可
能
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
の
さ
す
れ
ば
事
の
根
本
は
漠
初
の
水
徳
設
に
超
越
り
、
前
掲
線
喬
縦
の
訟
の
水
を
以
℃
開
始
を
亥

よ
ち
裁
く
事
の
設
明
と
し
た
事
が
肯
定
せ
ら
れ
る
謬
と
怠
る
の
で
あ
る
。
此
の
場
合
、
「
五
ぷ
緊
子
東
井
。
し
舗
と
あ
る
東
井
が
、
史
記
に
東

4
4
4
 

井
得
水
一
品
。

(
天
守
番
)

と
見
え
る
事
も
参
考
し
℃
良
い
で
あ
ら
う
口

仰
い
々
然
る
に
し
た
所
で
、

此
は
四
始
を
亥
よ
り
設
き
起
す
事
の
前
一
接
の
理
由
一
と
は
友
ら
た
い
。
前
掲
緯
文
や
郎
尚
一
倖
の
記

に
黙
し
見

τ、
一
如
何
し
℃
も
問
仏
仰
を
亥
よ
り
説
く
事
の
区
議
の
基
礎
は
高
説
の
販
制
業
に
綴
り
を
持
つ
も
の
で
泣
く
て
は
な
ら
た
い
と
考
へ
ら
れ
る
の

で
あ
る

ο
此

O
場
合
も
史
設
張
永
一
祁
俸
・
漢
書
援
周
越
経
申
第
一
俸
に
は
前
掲
O
丈
O

後
に
「
推
荒
徳
之
議
、
以
器
漢
常
水
徳
之
時
、
岱
思
如
故
。
い
と
あ
り
、

之
を
水
徳
設
に
結
ん
で
潜
る
様
で
あ
る
が
、
ー
史
認
封
締
書
・
漢
書
郊
和
志
に
は
前
掲
O
女
。
後
に
「
而
色
上
赤
。
」
ξ

あ
り
で
、
火
偲
設
り
存
請

を
示
し
、
河
し
で
智
徳
と
十
月
を
議
首
左
ず

る
事
。
関
に
有
機
的
蹴
聯
を
見
で
賠
な
い

G

五

然
ら
ば
次
に
、
此
の
開
始
設
に
於
け
る
詩
篇
の
配
設
に
は
如
何
な
る
意
味
が
有
る
か
と
式
ふ
と
、
先
づ
第
一
に
各
民
に
宛
配
さ
れ

u
-
A
U
F
 

℃
、
一
反
ぷ
JM

・
仲
・
4

ん
や
の
三
北
?
と
な
る
の
は
、
先
入
の
訟
に
依
る
と
、
此
は
詩
と
繋
律
と
の
関
係
し
か
ら
来
る
の
で
、
十
け
は
詳
と
然
と
が
別
館

の
存
夜
で
は
な
く
、
詩
は
梁
律
に
配
し
℃
歌
は
れ
た
も
の
と
せ
ら
れ
る
。
此
は
一
般
に
詳
の
後
生
に
鍛
み
℃
自
然
な
汚
方
と
公
び
符
る
。
部

じ
℃
立
ハ
の
際
に
は
必
や
一
一
一
詩
篇
が
一
連
と
し
℃
歌
は
れ
た
と
…
広
ふ
の
で
あ
る
。
現
存
の
詩
経
に
就
い
℃
見
℃
も
、
如
何
に
も
叫
ん
ハ
の
殺
な
事
は

肯
定
し
得
る
の
で
、
此
に
協
し
℃
は
就
に
一
清
朝
の
療
者
が
詳
細
に
設
一
明
を
加
へ
℃
腐
る
。
雷
一
一
ト
要
注
事
柄
故
、
繁
を
般
は
や
掲
げ
よ
う
。

務
時
古
山
山
川
未
問
、
故
後
持
者
多
活
祭
。
此
選
以
詳
配
律
、
一
一
一
第
一
始
、
亦
薬
品
不
之
古
訟
。
特
叉
以
律
配
係
、
分
組
閣
十
二
支
而
問
之
、
以
潟

開
始
。
興
一
一
一
期
之
設
相
次
白
知
大
切
在
一
英
怨
水
始
、
郎
知
文
主
話
亥
武
、
綜
怨
一
亥
季
。
問
牧
在
究
怨
木
始
、
郎
知
鹿
鳴
合
究
泳
、
山
前
{
M
1
4
A叩

悲
鳴
武
季
。
嘉
品
川
…
夜
巴
稔
火
始
、
川
畑
一
知
魚
麗
銭
仰
い
求
、
南
山
宥
議
録
巳
季
。
泌
一
雁
'
夜
中
岱
一
金
始
、

m
別
知
中
一
間
日
務
中
一
十
品
、
庭
伸
一
魚
市
率
。
北
ハ

挙
中
以
統
武
品
学
者
、
治
腐
蜂
之
以
首
第
一
統
一
次
一
一
…
告
。
ハ
強
源
詩
ぢ
徴
)
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始
際
之
義
、
翠
生
於
律
。
大
明
布
亥
者
、
感
銀
銭
均
品
。
同
牡
郊
太
族
佐
川
均
、
天
保
炎
鈍
潟
均
、
嘉
魚
仲
良
怨
均
、
爪
木
古
淀
川
久
得
均
、
鴻

膝
夷
刻
銘
均
、
前
父
市
凡
岱
均
。
浅
初
古
梁
未
判
何
者
如
此
。
:
:
:
古
之
作
叫
仰
木
、
勾
一
一
一
校
得
一
絡
口
終
体
可
孜
者
、
有
升
歌
丈
一
土
之
一
一
一
、

升
歌
鹿
嶋
之
一
一
一
、
間
歌
魚
麗
之
一
一
一
。
然
采
破
・
出
卒
。
杖
校
、
持
所
以
M
W
将
土
日
常
械
e
伐
木
・
天
保
、
サ
所
以
恥
…
mm
友
兄
弟
。
恭
一
部
・
保
持
・
彫

り
、
皆
所
以
孫
諸
侠
。
亦
一
一
一
篇
同
公
〈
》
確
然
可
信
者
也
。
設
始
際
者
、
畑
山
以
八
一
一
一
枠
制
配

9

如
文
主
役
MAX9T品
、
大
明
偽
JX仲，

m
納
得
一
茶
事
。

北
ハ
水
始
溺
A

一
日
大
明
、
論
一
一
一
味
之
先
伸
次
季
雨
後
一
五
品
。
故
鹿
川
町
・
問
牡
皐
輩
、
同
怨
究
官
、
禁
問
牡
以
友
之
、
九
判
…
…
腿
・
系
糸
・
心
的
山
有
議
、

同
震
臼
官
、
邸
中
森
魚
以
友
之
。
(
孔
伐
森
終
勝
一
・
尽
一
斉
)

四
始
五
際
、
分
配
北
付
之
篇
什
、
立
ハ
法
皇
八
体
。
桂
易
一
時
欲
数
日
比
ハ
設
問
不
得
、
孔
努
阿
(
綴
)
略
見
共
緒
一
向
奨
学
。
議
孜
古
人
作
掛
川
一
一
一
格
、
一
ニ

1
/オ
ホ
¥

終
之
詩
必
漣
一
類
相
及
。
如
郷
繋
歌
阿
南
関
舵
・
務
理
・
各
耳
一
一
一
籍
、
叉
歌
刀
川
市
鵠
山
県
・
采
繋
・
栄
誠
一
ニ
第
九
A

品
。
開
始
五
一
際
、
郎
以
一
一
一
詩
常
一

炭
、
一
一
反
分
孟
仲
季
、
以
配
一
一
一
詩
。
災
・
中
日
土
一
糸
魚
開
始
、
始
必
資
於
中
気
、
故
皆
取
北
パ
仰
、
:
:
:
如
小
雑
鹿
嶋
・
問
牡
・
泉
華
、
震
升

歌
之
一
一
一
、
於
間
始
溺
賞
。
悶
牡
銭
安
仲
、
故
日
、
間
牡
在
叉
木
始
也
。
:
:
:
ハ
寅
以
周
絞
設
略
)

殊
に
賞
以
問
問
の
訟
に
於
い
℃
は
、
一
一
一
詩
、
主
一
民
向
蛍
℃
、
一
民
主
一
五
・
仲
・
季
の
コ
一
兆
叫
に
分
け
、
之
を
コ
一
詩
に
配
す
る
と
明
瞭
に
設
か
れ
℃
庇

。

お
。
絞
っ
℃
例
へ
ば
丈
一
千
一
・
大
明
・
艇
の
一
一
一
詩
は
お
〈
ん
で
亥
の
反
に
於
い
℃
一
涼
・
仲
・
季
に

mmる
誇
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
の
際
関
鉛
に
於
い
℃
‘

~
何
故
に
大
明
が
亥
に
配
せ
ら
れ
た
一
一
一
詩
の
代
表
と
し
て
一
部
さ
れ
る
か
と
云
へ
ば
、
前
掲
一
一
一
訟
の
夫
々
終
近
く
に
設
が
有
り
、
一
鋭
源
の
訟
で

は
、
仲
主
挙
げ
℃
一
斑
季
を
も
代
表
せ
し
む
る
は
、
恰
も
間
側
一
雄
・
務
軍
・
容
ヰ
の
三
詩
が
首
篇
問
問
銑
に
依
つ
℃
代
表
せ
ら
れ
る
の
と
同
様
で
あ

る
と
公
つ
℃
法
る
が
、
此
は
前
一
接
の
説
明
と
は
得
一
り
難
く
、
又
孔
演
奈
の
一
広
ム
所
も
訟
き
足
ら
ぬ
感
有
り
、
安
以
周
の
如
き
も
、
始
は
必
や

1
2
5
5
 

中
川
瀬
に
資
る
と
一
去
っ
て
居
る
が
、
汁
一
ハ
の
現
出
が
不
明
で
あ
る
。
此
等
一
般
論
的
解
明
の
外
に
、
又
一
昨
…
鶴
海
は

大
雅
始
於
文
五
、
小
雅
始
於
鹿
鳴
、
務
易
之
有
乾
坤
・
担
。
乾
銭
君
道
術
文
五
一
筋
、
控
周
家
受
命
之
由
。
的
成
版
道
商
鹿
川
町
一
鋭
、
叙
嘉

安
式
燕
之
事
、
四
始
不
以
此
鶏
始
者
、
文
王
未
嘗
緩
帝
枚
、
五
武
王
始
有
革
命
之
率
、
詩
緯
氾
係
椴
日
‘
午
亥
之
際
怨
革
命
、
詩
格
郎
伐

j

一
六
梅
街
制
執
務
明
一
一
郎
謀
議
在
。
故
以
犬
訓
明
器
払
封
、
島
知
易
之
宥
一
屯
所
以
綬
総
草
昧
也
。
大
一
雅
抵
不
一
以
文
一
土
怨
始
、
州
知
小
殺
亦
不
以
鹿
嶋
箆
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、
始
。
鹿
嶋
一
首
飲
食
、
安
鍬
刻
字
革
問
取
庁
震
一
俊
子
勤
努
主
事
ι

却
損
諮
問
妓
之
欲
、
持
続
千
一
審
腔
襲
、
我
心
傷
悲
，
際
期
躍
有
欲
限
ム
欠
。
故
以

瓶
投
怨
始
。
此
一
知
易
之
有
家
所
以
繋
蒙
禦
定
温
。
(
奔
池
一
川
護
氏
率
「
文
王
鹿
嶋
不
怨
始
解
」
)

と
武
つ
℃
、
之
友
特
殊
的
立
場
よ
り
設
い
℃
居
る
。
が
、
矢
張
り
之
を
以
℃
説
き
得
℃
自
然
な
り
と
は
怨
し
難
い
。
即
ち
此
に
℃
は
他
の
一
一
一

始
が
亥
に
倣
ム
ペ
き
閃
自
が
明
瞭
と
な
ら
ね
の
で
あ
る
。
私
は
、
此
は
一
に
方
角
の
線
念
か
ら
来
る
も
の

λ

で
は
友
い
か
と
考
へ
る
。

散
ム
に
、
北
口
各
に
於
い
℃
、
一
瓦
・
仲
・
季
の
一
一
一
非
主
別
け
、
北
ハ
の
一
一
一
花
の
中
に
北
ハ
の
反
の
該
中
ず
る
所
主
求
む
れ
ば
、
そ
れ
は
自
然
仲
を
と
る

事
に
怠
る
。
即
ち
前
掲
の
関
に
於
い
℃
此
の
十
二
反
は
各
々
一
の
方
向
主
な
ー
す
る
の
で
あ
る
が
、
た
ハ
の
方
向
は
十
二
反
の
各
々
の
角
一
一
一
十
皮

の
二
等
分
線
主
以
℃
示
さ
れ
る
の
で
、
従
つ
℃
此
が
一
反
b
L

一
ニ
特
に
分
っ
た
場
合
の
仲
に
合
ま
れ
、
仲
は
一
一
一
成
の
標
準
と
な
る
の
で
あ
る
。

即
ち
大
明
を
し
℃
ヲ
泌
を
代
表
ぜ
し
め
た
技
大
の
訓
刈
J

白
は
是
に
存
ず
る
の
で
は
友
い
か
と
思
ム
。
然
る
時
は
他
の
一
一
一
始
に
於
い
て
も
矢
張
り

伸
、
宮
以
J

い
す
る
一
脅
か
、
何
等
不
自
然
保
…
く
一
説
明
し
得
る
白
側
一
均
一
詩
情
切
一
切
十
日
…
…
協
か
な
側
諸
が

ノ、

然
ら
ば
何
が
放
に
亥
に
文
五
・
大
切
・
訴
を
、
交
に
鹿
嶋
・
問
牡
・
口
市
裁
を
.
巴
に
魚
一
捜
・
嘉
魚
・
南
山
有
議
主
、
中
に
ふ
向
日
・
鴻
艇
・
庇
憶
を
と

一
五
ム
絞
に
十
二
反
に
封
し
て
詩
の
配
訟
を
穏
し
℃
mm
る
か
と
一
広
ふ
と
、
先
づ
詩
の
純
闘
に
就
い
℃
、
一
定
鶴
存
は

十
五
問
問
削
州
諸
伎
之
風
也

Q

二
制
ん
が
勝
之
紫
也
。
唯
ニ
雅
皆
法
一
十
一
考
之
命
議
政
数
。
開
始
五
際
専
以
陰
陽
之
終
始
済
合
推
度
開
家
之
古
川
内
休

鮎
川
、
故
止
泊
二
獄
。
(
藤
パ
詩
m
呉
氏
感
)

と
一
式
つ
℃
法
る
が
、
此
は
一
感
首
討
し
得
る
捻
明
で
、
父
一
品
。
笈
上
四
始
・
五
際
に
問
問
る
詩
の
範
簡
は
二
殺
に
段
ら
れ
℃
応
る
様
で
あ
る
。

五
際
に
就
い
℃
は
後
に
略
述
す
る
が
、
裂
す
る
民
開
始
と
終
接
友
関
係
に
在
る
も
の
で
、
今
小
品
川
崎
州
り
此
の
場
合
必
要
な
部
分
と
し
℃
、

共

の

配

詩

の

欧

主

示

せ

ば

、

詩

総

氾

阪

縦

に

~

午
亥
之
際
怨
革
命
、
卵
尚
之
際
怨
改
正
、
反
純
一
勝
博
倒
的
叫
在
い
叫
ん
門
山
内
入
総
候
。
卯
天
保
也
。
尚
一
新
父
品
。
午
爪
木
立
命
。
亥
大
明
・
唱
。
ハ
Jt

d
t
f
‘

4
s
J
m
 

詩
一
止
義
引
)
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と
あ
り
、
矢
張
り
一
民
一
一
…
詩
宛
配
せ
ら
れ
、

h

一共蕗
t
A
7
十
二
民
と
二
殺
の
配
詩
の
欣
主
見
る
ペ
く
、

キ
ス
ト
に
於
い
で
は
、
一
一
者
。
閥
に
大

一
一
設
が
有
っ
た
と
も
考
へ
ら
れ
な
い
。
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此
の
内
、
小
一
雄
一
一
の
一
帯
磁
偏
向
府
議
，
議
議
及
び
由
廃
'
山
出
品
品
ι
山
間
儀
の
ふ
パ
籍
。
持
拡
只
自
の
み
有
つ
℃
共
の
詩
無
く
?
~
鐸
玄
も
設
し
℃

題
戦
開
及
泰
之
世
間
仁
之
。
ハ
市
政
・
自
殺
・
叢
黍
投
)

持
法
弘
教
部
亡
之

q

ハ
・
前
夜
・
弘
正
・
出
銭
注
)

と
え
び
、
戦
閣
の
騒
乱
及
び
奈
の
焚
警
の
即
応
於
い
℃
供
亡
し
た
と
忠
は
れ
、
際
徳
間
仰
が
市
広
、
白
革
、
来
黍
の
諸
詳
巳
つ
い
℃

此
一
一
…
箱
、
混
成
一
上
之
持
、
間
公
総
純
、
出
お
発
卒
、
吹
信
一
以
絡
先
由
。
孔
子
制
定
校
一
一
一
百
一
十
(
箭
内
。
認
戦
協
及
案
而
亡

q

持
、
総
縫
合
断
、
故
符
雌
亡
而
議
漁
杭
位
。
ハ
綬
典
伴
丈
〉

'
F

」
…
肖
っ
た
所
制
作
一
訪
で
、
従
っ
て
漠
代
の
詩
訟
に
は
関
係
無
き
故
、
一
光
づ
之
宮
除
き
，
漣
り
に
就
い
℃
見
る
に
、
詩
篇
は
大
関
川
氏
に
始
ま

二
一
い
慌
に
配
し
℃
小
維
の
始
よ
り
泊
常
に
術/

U

仲
良
く
配
お
し
M
W
る。

州
詳
し
十
一
よ
り
始
め
る
の
は
、
本
川
町
紀
年
訟
に
も
見
る
如
く
支
那
古
燃
の
万
一
訟
で
‘
例
へ
ば
治
市
一
子
に
も

同
銃
一
危
、

子
部
久
序
七

る

山
丹
治
述
、
卵
務
総
，

JX位
欣
、

考
古
ヰ
宮
市
内
、

一守

l
4
A
T
I

作
中
川
九
月
峨
倒
的
事

A

ロU

レヘ向島
1
イ

o

-一ィ
λ
f
r

、二二
J/uuh

叩
乙
寂
卯
木
也
。
内
了
日
午
火
山
悩

9

戊
己
四
季
十
一
也
9

明
ら
か
に
肴

取
し
ね
る
Q

の
如
金
一
似
を
戒
し
、
史
認
に
於
い
℃
も

1
?
-，P
F
t
'
一
T
E
F
M
M

U
州
統
お
祥
諒

の
如
く
，

/ヘ

m前
天
文
三JJI
v 

し品七

略以

も
の
と
し
℃
問
手

り
概
念
と
も
コ
諒
一
し
‘

出
し
℃
反
応
英
二
殊
に

と
多
少
納
序
の
制
抑
九
時
は
省
れ
り
と
し
℃
も
、
大
開
小
殺
の
却
水
j

に
後
世
的
ー
で
あ
る
。

(1) 2し

?
に
柱
、
ノ
刀
百
己
妾
ず
る
翠

R

3
サ
/
吋
君

6
h
トヲ
v
p
V
4
す
す
F
J
S
H
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を
あ
る
0

1
9・f
〉

2
5
f
i
f
e
p
:
‘
、
込
'
!
?

羽
し
℃
期
千
・
紙
一
平
は
一
連
の
も
の
故
、
或
は
一
例
詩
の
際
応
の
内
の
一
主
夫
っ
た
も
の
と
吟
へ
問
一
町
山
川
川
町
一
円
削
州
一
郎
一
戸
山
川
市J
抑
制

的
伽
訂
版
一
位
均
一

MMZ別
段
刺
詩
で
も
な
い
か
ら
、
或
は
之
、
主
ぱ
岳
山
ず
る
事
も
可
能
f
あ
ら
う
か
。
蜘
ざ
す
れ
ば
小
雅
よ
り
始
め
℃
配

3
 

持
主
行
へ
ば
、
巧
み
に
文
一
土
・
大
明
・
総
が
一
茶
の
反
に
山
首
る
持
と
な
る
。
此
の
際
析
父
等
の
つ
述
、
一
一
一
訪
が
刺
誌
な
り
や
否
や
は
問
題
と
し
℃
も
、

就
に
¥
九
一
際
が
五
際
の
一
応
常
℃
L

あ
る
以
上
‘
之
宮
去
ら
や
、
メ
説
は
持
詩
設
応
於
い
℃
は
之
主
刺
誌
と
は
凡
な
か
っ
た
色
あ
ら
う
か
。

U
〈

持
我
一
絡
が
徐
分
の
如
く
に
思
は
れ
、
比
は
別
に
期
予
・
無
学
と
一
謹
一
た
る
べ
き
も
の
と
も
思
は
れ
ね
が
、
以
内
ル
ド
同
日
引
地
山
一
対
此
の
誌
に
柿

喜
夫
女
手
J
1

日

t
Z
之
、
刀

1

・

十

7

J

l

一
均
説
明
r
h

縛
す
る
献
が
有
る
の
で
、
仙
川
ム
巳
此
は
河
北
川
の
此
の
間
始
訟
が
一
人
心
く
令
潤
的
な
も
の
で
あ
る
と
迄
断
じ
得
守
、
従
つ
℃
現
点
幾
分

の
不
合
理
は
燐
し
乍
ら
も
恋
人
は
右
右
以
℃
大
開
凶
始
配
詩
の
桃
成
主
推
定
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
芯
ム
。
否
却
つ
℃
北
ハ
の
不
一
合
均
一
牲
の

脊
在
す
る
事
兆
・
日
間
よ
り
一
世
人
は
持
持
機
訟
の
一
一
郎
の
傾
向
主
税
び
得
る
の
で
あ
る
。

此
の
場
合
此
の
不
合
理
性
の
解
明
の
一
と
レ
℃
ぜ
持
誌
の
詩
篇
の
教
が
る
誌
の
そ
れ
と
川
崎
(
り
、
現
夜
毛
詩
巳
於
ぜ
い
℃
見
る
所
の
詩
篇

が
持
詩
と
金
く
合
致
す
る
も
り
と
は
竣
広
州
側
じ
難
い
の

r

な
あ
る
と
試
ひ
得
れ
ば
好
都
合
吃
は
あ
る
が
‘
持
詩
系
統
の
詩
緋
の
λ

品川一例謀、

及
び
繋
林
勤
諜
儀
・
倫
議
機
磯
的
等
の
総
議
に
一
一
一
百
五
篇
と
結
数
乞
示
せ
る
出
が
詩
議
序
正
義
広
見
え
℃
応
り
、
此
は
現
点
毛
詩
の
第

数
時
f
合
す
る
か
ら
、
・
お
は
一
主
役
ぬ
事
で
あ
る
。

喰
四
家
持
の
詩
の
配
列
む
就
い
℃
の
み
は
、
各
家
米
々
典
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
と
一
広
ム
事
拭
此
詰
も
一
五
は
れ
℃

mm
る
の
で
、
例
へ
ば
、
現

3
 

設
毛
詩
の
配
列
般
市
広
一
℃
は
誠
一
誠
・
滋
熔
・
部
弓
む
一
一
…
縞
は
午
の
反
応
怒
る
べ
き
ず
あ
る
が
、
一
九
際
誌
に
於
い
℃
一
山
本
む
を
午
に
川
市
る
詩
と
治
す

所
-E
以
℃
見
れ
ば
、
少
く
と
も
湾
設
に
於
い
℃
は
も
詩
と
瀬
序
の
異
同
の
有
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
従
つ
℃
之
に
就
い
℃
は
様
々
の
一
説
有

争
、
孔
院
議
は
岬

現
不
管
一
伐
木
誠
一
首
天
保
、
一
容
す
一
家
詩
夜
一
小
議
船
ハ
宅
問
問
耳
。
以
次
推
之
‘
采
桜
之
一
一
一
、
五
合
反
位
。
惟
采
日
銭
午
、
似
饗
菊
之
一
一
一
波
倒
在
ム
ハ

世
間
詩
嘉
一
一
瀧
川
一
庭
細
川
方
争
議
。
ご
謝
父
非
議
之
特

1

来
語
武
之
認
。
一
ハ
経
惑
わ
畑
一
一
一
口
〉

ザー-，9一一一



↓ど議
J
q
q
J
一覧拡潟へは一

今
詩
一
例
謬
積
一
日
一
筋
一
於
努
裁
一
之
前
倒
村
口
於
車
攻
一
之
後
，
査
毛
詩
所
易
。
蹴
ハ
十
月
之
交
雨
無
正
問
例
敗
。

ど
設
い
℃
跨
る
。

品控

訴
川
し
二
者
の
考
方
が
治
々
異
る
の
は
、
孔
能
森
は
一
日
一
部
は
仲
な
と
つ
℃
代
表
と
得
す
と
の
考
捌
が
悶
始
に
も
五
際
に
も
及
ん
で
居
る
慌
に
、

b
H
H
U
 

一
六
…
守
新
父
宮
u

仰
と
得
す
の
に
封
し
ち
資
以
山
間
は
開
始
の
場
合
応
は
始
は
必
デ
市
ム
到
に
資
る
蹴
と
均
七
一
方
五
際
に
就
い
℃
は

際
交
代
之
義
、
故
骨
取
共
季
。
(
終
試
略
)

と
坊
へ
る
得
r
山
、
川
ヘ
保
・
一
新
父
は
川
崎
投
宅
待
に
於
い
℃
見
る
所
の
般
の
ま
L

で
却
つ
℃
栄
日
・
平
攻
・
吉
日
の
所
主
入
れ
換
へ
よ
う
と
一
五
ふ

の

で

あ

る

臼

時

五

rh略
的

均

時

日

以

2
7が

然
す
る
と
五
慌
に
於
い
℃
京
共
の
仲
の
お
五
議

す
る
探
の
説
明
が
つ
か
ね
の
で
、
資
氏
は
此
の
み
を
特
別
扱
に
し
℃

mmる
が
、
此
は
前
越
の
詩
絡
の
配
合
と
各
民
の
椋
準
税
と
よ
り
考
へ

℃
、
孔
氏
の
方
が
よ
り
合
川
町
民
的
で
は
取
か
ら
う
か
と
思
ム

η

似
し
何
れ
巳
せ
よ
此
の
場
合
此
は
大
き
な
問
題
で
は
な
く
J
一
一
家
詳
の
詩
篇
配
列

が
る
詩
と
共
り
℃
泊
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
均
一
少
の
部
分
応
止
ま
っ
た
で
あ
ら
う
と
云
ム
事
は
想
像
し
得
る
の
で
あ
る
。
翠
み
比
の
場
合

問
題
と
な
る
の
は
、
十
月
之
交
に
就
い
℃
H
L

あ
る
。
そ
れ
は
前
法
書
禁
一
挙
停
の
容
の
上
喪
中
広

獄
事
級
感
邦
首
、
間
五
際
之
要
十
月
之
交
，
知
事
知
日
他
地
法
之
設
、

wm然
可
明
。
病
巣
は
州
知
風
、
火
山
州
知
雨
、
和
不
足
多
、
漉
所
淵
中
日
耳
。

と
あ
る
が
、
論
者
或
は
事
上
奏
の
年
初
一
万
二
年
の
市
戊
の
年
な
る
を
以
℃
、
十
月
之
交
主
成
際
に
常
℃
る
者
も
あ
る
が
、
筏
本
向
'J仰
向
引
蘇
奥

日
一
、
一
初
一
五
二
年
、
裁
'
夜
中
成
、
後
人
内
初
、
以
十
月
之
交
筋
治
成
際
。
:
:
一
一
一
作
訟
広
於
い
℃
年
の
子
立
は
ほ
一
疲
に
際
に
常
る
い
拭
と
は
織
り
倣
…
…

い
か
ら
、
高
山
仰
の
巡
り
b
b
‘
誠
一
一
年
と
す
る
が
此
は
乙
米
の
年
に
九
百
り
、
郎
知
が
戊
仲
十
年
広
在
り
と
し
た
ぬ
嘉
一
一
年
は
お
〈
刊
に
常
る
。
実
奉

俸
の
話
紋
は
十
月
之
交
と
年
の
千
文
巾
戊
と
が
丘
岐
に
給
戸
川
と
は
考
ム
ペ
き
で
な
い
と
患
は
れ
る
口
一
七
光
識
は
詩
句
の
「
十
月
之
交
，
初
日

。

半
卯
:
:
:
:
・
い
と
あ
る
卯
よ
り
卯
際
に
依
つ
℃
之
主
設
い
℃
泊
り
、
十
月
之
交
の
絡
を
伐
際
に
常
℃
る
と
一
五
ム
校
な
事
は
汚
へ
ぬ
ら
し
い
。

梁
議
事
例
隙
.
九
際
、
述
十
月
之
ぃ
先
立
之
。
球
博
卯
免
除
、
防
交
限
品
。
鄭
笈
一
五
、
八
月
期
日
日
月
交
台
、
両
日
食
。
陰
付
税
問
、
日
付
収
対
之
象
。

(
経
設
略
)

一一司 80一一一



日
民
之
議
、
日
銭
対
反
待
問
。

t
t
r
，、

}
i
l
l
z
b
!
z
t
一与、、
J
3
1

・、

巨
刊
日
宏
子
炉
符
時

丸
以
卵
使
半
，
拭
廿
村
議
之
白

卯
者
五
春
之

J

必
ず
金
也

9

卯
木
山
泊
。

正
義
引
推
皮
災
日
、

ム
苧
者
五
秋
之
一
土
誠
、

八
月
之
日
交
卯
食
字
。

M
A
Y
4円
，
T
J
4
4
r

，m

…1
ι
fケ
ゴ
イ

荒
椛
削
話
政
、

h
M
j同
市
バ
リ
二
日
円
1

、

土
ρ
5
1
H
Hづ

A
4
k，

令、い
L
/

一
苦
汁
、

斗
in

ドコ品加ん一{一
1
f
J

陰
鉱
山
佐
市
川
悦

卯
之
偽
組
、

設
す
古
仁
、
ト

J
3
込
て
は
ち
日
守
仏
h
u訓
告

gen-九

3
1
4
3勾…
H
4』

8
1
1
1

。

即
ち
十
月
之
交
筋
山
中
人
の
卯
の
訟
を
中
心
と
し
℃
卯
際
に
伏
り
事
を
沿
い
℃

wm
る
と
H
ん
て
治
る
の
寸
あ
る
。

;
;
L
i
h
 

i
i
i
i
、

副
勢
丹
誠

本
叱
出

3
詩
ア
一
ト
'
け
け
。

ず
川
必
つ

5
1
J
V
叩

I
イ
t
h
y
t
/
守
ム

l

j

日
人
、
?
れ
で
な
手
事

HsJT14~ミ
h
k
c人
A
I
。

同

M
Y
T
7
V均一トュ
γ
兵
ノ
ノ
イ
ル

tuHケ
M
〆
r

ハ
浅
別
問
補
詑
)

恐
ら
く
此
は
後
者
を
優
れ
り
と
す

べ
き
で
、
持
簡
の
配
常
と
ほ
般
に
結
ん
で
考
ム
ベ
き
ぜ
は
な
か
ら
う
。
一
一
向
よ
り
者
ふ
れ
ば
、
米
し
刺
符
十
月
之
交
を
伐
際
に
配
す
る
と
、

そ
れ
以
外
の
刺
詩
数
何
匙
鋭
℃
k

大
雄
の
初
に
接
す
る
事
の
一
憾
の
説
明
す
ら
つ
か
ね
誇
と
な
る
の
で
あ
る
。
統
に
行
人
が
始
際
阻
詩
に
剃

持
を
除
〈
事
b
L
推
測
し
℃
対
る
以
上
、

十
月
之
交
を
ば
際
と
岱
す
に
は
、

一
史
に
桜
紙
的
理
由
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
料
持
主
除
外
し
℃
巧
み
に
削
誌
を
行
っ
た
と
す
れ
ば
、

廿
一
ハ
の
別
出
は
初
で
あ
る
か
と
一
五
ム
事
に
た
る
と
、
今
一
速
に
就
き
明
し
難
い

が
、
刺
詩
b
b
除
外
し
℃
考
へ
る
以
外
に
廷
に
池
切
な
る
解
明
の
芯
を
知
ら
む
の
で
あ
る
。
而
し
℃
又
そ
の
事
情
が
不
明
は
不
明
な
る
が
依

×

一

へ

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

に
、
唯
此
だ
け
の
想
橡
は
岱
し
得
る
。
即
ち
持
詩
誌
に
於
け
る
此
等
詩
箭
配
列
一
の
順
序
は
、
文
干
…
・
大
明
・
締
が
一
亥
の
肢
に
配
常
せ
ら
れ
る

一
×
×
×
以

X

×
一
人
×
×
×

x
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
弘
、
，
×
V
〈

¥
L
A
X
X

事
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
メ
北
ハ
尚
仰
に
問
始
訟
の
根
本
的
な
る
で
主
張
が
有
る
の
で
は
な
い
か
と
え
ふ
事
で
あ
る
。

勿
論
、
部
ハ
詩
設
北
ハ
者
が

務
他
病
態
各
絞
就
任
飯
み
℃
見
℃
、

共
の
構
成
が
全
く
合
開
一
的
で
あ
っ
た
と
迄
は
坊
へ
ら
れ
や
y
、
従
つ
℃
今
日
よ
り
し
℃
口
ハ
此
が
令
理
性
の

み
乞
求
め
℃
解
決
せ
ん
と
す
る
事
は
、

彼
等
持
詩
家
は
恐
ら
く
何
等
か
の
現
向

却
っ
て
事
の
正
悦
を
ふ
ん
す
る
事
無
し
と
せ
ぬ
の
で
あ
っ
℃
、

b
L
附
し
℃
刺
品
川
b
b
扱
き
℃
市
し
℃
小
雑
の
初
よ
り
十
二
夜
へ
の
配
討
を
付
び
、
丈
一
一
一
詩
主
一
川
援
に
一
亥
に
常
る
校
じ
し
た
も
の
で
は
な
か

。
前
し
で
後
迷
。
如
く
主
限
駄
が
文
五
等
…
一
一
結
に
お
そ
お
に
‘
亥
以
後
郎
ち
子
卦
こ
就
い
で
土
読
み
る
所
が
ん
川
…
hr

っ
た

ο

ら
う
か
で
あ
ら
う
か
。
ウ
亥
以
後
に
蹴
し
で
は
耕
詩
以
外
O
も
り
が
子
恐
に
品
川
川
で
る
よ
り
も
数
多
わ
け
つ
説
明
が
つ
か
な
い
Q

‘。布川

然
ら
ば
文
五
・
大
明
-

M

仰
の
詩
b
b
一
的
組
に
ゆ
か
り
・
有
る
一
夜
釦
に
乱
し
た
一
惑
の
根
本
主
張
は
何
か
。
悲
し
文
五
・
大
明
・
腕
は
如
何
た
る
誌

J
A
3
 

か
と
…
以
ふ
じ
、

笠
に
此
は
同
州
の
文
五
・
武
主
が
夫
の
大
命
主
一
位
け
℃
現
想
的
大
王
朝
関
山
設
を
建
設
す
る
一
挙
b
L
歌
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

市
し

~
℃
漢
人
の
綴
念
rw
於
い
℃
は
、
高
蹴
の
創
業
一
は
一
止
に
文
王
・

一
詩
人
は
此
一
様
に
一
於
℃
、
文
一
一
一
才
大
明

i

紙
百
持
主
一
家
に
議
℃
る
樹
に
州
開
始
訟
の
根
本
的
な
じ
一
点
片
品
惑
が
有
る
と
閉
山
ム
も
の
で
あ
る
。
即
ち
開
始
の

。
功
章
、
に
比
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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訟
に
は
純
粋
に
惑
の
得
の
準
な
ら
ぬ
渓
代
致
川
忠
一
ゐ
一
阿
が
一
係
然
と
現
れ
て
民
る
の
で
あ
っ
て
、

点
パ
北
川
家
は
北
川
の
中
よ
り
或
特
殊
な
る
も
の

之
に
特
殊
な
る
し
九
円
中
味
を
結
合
し
℃
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

即
ち
彼
等
弁
比
九
一
氷
は
訂
作
に
於
け
る
辺
忽
的
一
七
例
川
ハ
セ
の
川
川
小
一
た
な
放
っ
た
一
川
の
山
川
の
ん
え
.
じ
い
・
大
切
・
析
を
一
向
川
に
ゆ
か
り
の
一
え
に
ぷ
び

内
が
淡
ん
で
に
と
り
℃
川
く
も
は
h
a必
な
る
山
間
係
あ
る
も
の
な
り
と

間
以
乞
一
文
よ
り
一

d
c辺
す
一
部
も
川
、

し
℃
、

2H
日
己
乞
・
一
七
.
抗
す
る
の
で
あ
る
。

川
く
し
℃
尚
仙
例
議
の
功
乞
伶
ト
ヘ
隊
一
筑
な
ら
し
め
℃
法
主
に
附
ね
る
一
回
、

え
に
五
り
℃
白
ク
と
明
か
で
め

る。

物
品
川
一
糸
仰
に
也
る
と
式
び
、

，じ

以
仁
'
い
へ
川
M
L
外
山
川
間
始
。
怜
仙
の
は
成
乞
隙
辿
し
た
洋
で
レ
の
る
が
、

炊
…
ら
ば
何
枚
に
之
乞
ぷ
・
レ
ホ
・
火
・
令
の
始
と
ニ
と
は
つ

J

」
川
る
の

f

一
じ
あ
ら

'
}
、
4

0

ア
v
v
d
F
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白

J
t
f

1.L
乙
，
ふ
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ー
亡
、

1
-
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1

、J
t
i
ι
t
h
v
d

以
上
の
如
く
組
織
せ
ら
れ
た
る
問
始
.h
仙
の
り
は
れ
た
広
義
が
保
究
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

大
日
を
母
げ
℃

隙
f

一
小
川
一
川
は
一
角
必
の
問
中
乞
川
引
か
に
せ
ん
と
す
る
に
川
市
り
、

(
一
古
川
有

一
一
川
凶
始
、

明
五
一
行
之
巡
也
。

二
U
凡
際
、

と
一
式
仏
、
父

四
始
-h一
際
者
、

所
以
川
切
除
防
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九
行
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山
内
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友
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の
如
く
之
を
一
日
制
に
辿
べ
、
此
等
の
バ
を
以
℃
配
さ
れ
た
一
川
の
五
行
が
政
数
の
校
本
で
あ
る
と
お
し
、
又
万
一
行
よ
り
一
九
一
行
巾
に
配
し
、

;
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行
に
配
せ
ら
れ
る
詩
を
陵
す
る
は
即
ち
一
力
一
行
を
俊
す
る
事
た
り
と
し
℃
、
芯
に
よ
り
て
-
九
行
の
主
川
女
性
主
お
い
℃
賠
る
。
結
局
隙
氏
は
此
の

間
始
を
以
℃
、
治
者
に
到
し
℃
持
し
℃
失
は
ざ
る
を
泌
く
所
の
一
一
仰
の
刑
判
純
ぬ
と
併
し
て
応
る
桜
で
あ
る
。
怖
か
に
此
は
一
一
川
あ
ら
う
。
後

淡
舛
叫
べ
川
家
郎
飯
の
上
選
に

夫
求
資
者
・
1

上
以
承
夫
、
下
以
待
人
。
不
川
之
則
逆
.
大
統
法
人
明
。
逆
一
次
統
則
災
生
日
降
、
述
人
情
刈
化
不
行
。
災
胤
円
降
則
下
町
げ
味
、
化
不
行

則
殺
道
勝
。
四
始
之
快
.
九
一
際
之
居
、
北
ハ
併
如
此
。

(
後
淡
枇
一
同
郎
似
体
)

と
あ
り
、
四
始
之
欽
に
よ
り
符
有
り
と
し
℃
賠
る
の
が
、

以
℃
問
始
訟
の
怠
殺
に
此
の
一
同
の
有
る
一
事
の
一
一
況
と
ぬ
す
に
足
る
で
あ
ら
う
。

但
し
此
の
み
な
ら
ば
此
の
訟
は
峨
貨
の
玉
川
明
に
封
ず
る
刈
純
必
と
し
℃
は
、
滑
る
特
殊
的
な
る
n
A
(

川
町
性
に
乏
し
い
も
の
と
一去
は
ね
ば
な
ら

や
、
且
つ
問
始
泌
が
特
に
直
接
に
史
上
に
残
し
た
川
足
跡
も
明
瞭
で
な
い
の

f
あ
る
。
政
に
他
而
の
い
広
義
が
持
究
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
作

人
は
之
を
.
九
際
の
設
と
組
合
つ
℃
行
く
所
に
克
に
大
き
な
意
味
が
有
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

仰
、
一
瓦
際
に
闘
し
℃
は
、
此
は
久
間
に
一
何
の
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
異
冷
牧
民
山
内
、
今
日
全
く
牧
拾
の
術
乞
知
ら
ぬ
欣
で
あ
り
、
枠
制
は

機
を
他
日
に
求
む
る
と
し
℃
、
必
ず
る
に
或
長
期
の
同
一
通
の
間
に
於
け
る
一
九
仰
の
歳
ま
は
り
的
の
渡
市
厄
際
の
一
恥

σ、
比
八
の
災
氾
の
性
問
川
は

論
は
ど
前
提
的
に
し
℃
避
け
難
い
も
の
で
あ
る
所
に
一
般
諸
他
災
呉
設
と
傾
向
を
具
に
す
る
も
の
が
有
る
が
、
一
友
を
一
際
と
し
て
之
を
依
命

の
際
と
し
℃
訟
き
辿
し
て
行
く
桃
川
淵
恐
喝
も
の
で
あ
り
、
前
也
選
尚
一
川
と
周
の
文
子
武
一土
と
の
革
命
一例
法
に
か
ら
ま
る
問
m
u
t
あ
る
。

而
し
℃
例
へ
ば
前
浅
川
訟
の
舛
詩
家
奨
十
本
の
停
に
見
℃
も
、
奨
奉
に
依
っ
て
災
山
地
(の
一
読
明
と
し
℃
長
々
と
陳
述
せ
ら
れ
て
賠
り
、
又
後
決
時
一
…向

郎
鍛
停
に
於
い
℃
も
、
郎
般
に
依
り
長
々
と
述
.
へ
ら
れ
た
改
一
兆
奏
清
の
訟
の
中
に
も
此
の
設
を
引
い
℃
、
尚
一仙
の
起
っ
た
年
か
ら
三
作
の
穏

に
依

σ
℃
計
算
を
行
つ
℃
や
か
ま
し
い
訟
を
熔
レ
℃
居
り
、
四
始
訟
に
比
し
℃
史
上
に
印
し
た
足
跡
が
か
な
り
に
頴
蒋
で
あ
る
の
は
、

に
災
具
訟
と
し
℃
の
性
質
か
ら
、
此
の
方
が
現
笈
の
一
土
明
に
と
っ
℃
大
問
題
で
あ
っ
た
放
で
あ
ら
う
。

然
ら
ば
一
立
際
と
四
始
と
の
組
合
せ
と
は
何
か
と
一
式
ふ
と
、
先
づ
前
の
配
詩
に
於
い
℃
言
及
し
た
却
く
、
四
始
五
際
を
同
時
に
府
び
℃
.
詩

さ
れ
ば
前
喝
の
如
く
緯
警
自
身
及
び
済
詩
家
の
設
中
、
銃
に
眠
法
々
回
始
五
際
b
L
併
せ

と
十
二
炭
の
配
列
が
級
め
℃
巧
み
に
行
く
の
で
あ
る
。
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設
き
、
注
鶴

f

均
一
げ
の
如
き
は

一
丘
際
必
殺
四
始
一
一
一
一
日
之
。

rm
四
始
筏
之
綱
、
五
際
佐
川
之
紀
担
。

と
も
一
去
っ
て
照
る
。
糾
%
に
f
k
以
周
の
如
き
に
至
。
℃
は

持
詩
家
説
、
一
亥
借
地
水
始
、
寅
骨
材
木
始
、
己
待
火
始
、
申
潟
金
始
‘
先
制
四
始
。

金
際
、
一
亥
矯
天
門
五
行
出
入
撚
候
之
際
、
是
認
五
際
。

Tど
』

ハ
済
詩
築
氏
忠
一
心

以
列
推
之
、
子
箆
水
際
、
卯
骨
材
木
際
、
午
潟
大
際
、
酉
骨
付

ハ
経
設
略
)

の
如
く
、
臨
始
を
以
て
、
前
は
ど
五
際
、を
就
く
況
の
一
一
京
地
の
様
に
設
い
℃
居
る
。

来
し
て
素
地
に
終
る
や
否
や
は
、
更
に
五
際
と
の
聞
の
関

‘

0
 

り
に
就
い
℃
の
深
い
考
察
を
裂
す
る
の
で
あ
る
が
、
制
限
刈
叫

M
V批判、一一…杯一ナ山鳩山一一一一い
U
M
校
一
一
問
諒
一
川
一一
綜

vd-m一
位
炉
一
紙
、
九
、
臨
-

一ヴ
削
減
川
一
本
-
十
九
蹴
…
問
一
説
一
一
十
五
つ
始
際
の
配
品
川
の
巧
轡
ペ
叉
何
れ
も
一
亥
を
中
心
と
し
℃
構
成
さ
れ
℃
居
る
筆
一
五
考
慮
す
れ
ば
、
二

一者
の
組
合
せ
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
明
か
な
事
寅
で
あ
る
。

き
れ
ば
此
の
一
亥
が
一
回
に
は
同
文
王
・
武
主
又
漢
高
組
の
革
命
即
ち
前
主
権
の
倒
壊
の
時
で
あ
り
、
他
の
一
回
に
は
周
又
漢
の
創
業
の
時

でJ

も
あ
り
、
一
一
印
中
の
一山
町
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
或
は
二
者
は
一
の
亥
を
中
心
と
し
て
筏
接
に
組
合
ひ
っ
L
、
創
業
及
び
共

り
進
展
の
怠
織
の
方
は
凶
始
に
℃
示
し
、
同
校
の
出
張
知
よ
り
、
革
命
及
び
災
厄
の
意
識
の
方
は
五
際
に
℃
述
べ
℃
、
前
は
い
ふ
一
般
に
肯
定

的
淑
念
と
否
定
的
視
念
F

と
を
併
存
せ
し
め
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

八

之
を
裂
す
る
に
、
詩
家
の
所
訪
問
始
設
な
る
も
の
は
、

唯
に
詩
北
ハ
の
も
の
を
封
象
と
し
℃
、

或
は
詩
の

毛
・
祢
・
刊
仰
の
三
家
に
於
℃
は
、

或
は
持
絞
の
剛
山
旅
似
の
各
獄
が
、

あ
る
詩
勾
〈
は
あ
る
数
縞
の
詩
を
以
て
代
表
さ
れ
る
と
す
る
程
の

数
、が
人
需
の
山
川
(
般
に
側
聞
す
る
も
の
と
し
、

意
の
絞
で
あ
る
が
、
猟
り
肱
川
刊
刊
に
於
て
は
、

此
の
設
が
羽
一
貨
の
王
朝
の
帝
統
と
一五
ム
特
殊
的
問
題
と
結
ん
で
桃
成
さ
れ
た
所
に
、

他
の
三
家

叉
特
殊
の
良
川
川
を
示
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
持
品
川
に
於
て
は
、
此
が
時
に
附

現
有

ο
詩
の
大
序
が
、
来
し
で
毛
詩
り
み
の
も
の
な
り
中
一
合
ヂ
は
問
題
で
、
耕
書
の
詩

設
中
の
詩
取
が
朴
代
々
大
序
中
に
見
ゆ
る
も
の
と
一
致
す
る
所
。
多
き
を
以
て
見
れ
ば
、

の
詩
訟
に
が
、
い
℃
は
見
る
事
の
出
事
な
い
著
し
い
特
徴
を
有
も
、

舎
に
陥
る
傾
向
の
有
る
事
も
、
軍
ろ
蛍
然
の
事
で
あ
ら
う
か
。
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或
は
前
人
。
云
ふ
所
。
如
ぐ
大
作
は
古
い
も
り
で
、
凶
家
は
此
を
夫
犬
。
色
彩
を
加
へ
で
坂
入
れ
た
も
り
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
此
り
耕
地
旧
O
詩
淑
が
大

序
中

ο
詩
加
と
一
改
ナ
る
所
。
多
い
事
貨
か
ら
、
好
人
は
恐
ら
く
捧
持
に
は
も
と
も
と
大
序
が
附
し
で
有
っ
た
ら
う
と
思
ふ
も
り
で
あ
る
が
、
此

O
地
ム
日
共

ο
序
中
に
凶
始
な
る
も
り
が
有
っ
て
、
取
門
誌
側
始
設
は

そ
れ
ら
附
A
M
し
て
成
さ
れ
た
も
り
で
は
な
か
ら
う
か
。

皮
川
淵
瑞
が
維
製
油
論
に
於
い
℃
之
を
抗
日
の
主
体
に
非
中
と
し
て
排
し
、
程
易
時
が
北
ハ
の
一
誌
を
湾
近
な
り
と
し
℃

配
以
大
明
・
四
牡
・
嘉
白
…
.
鴻
雁
諸
勝
、

不
常
胤
(
十
二
子
相
態
。

ハ
一
迎
婆
録
)

夫
同
有
所
受
之
、
皮
亦
不
関
至
要
。
五
日
疑
作
品
川
持
、

何
れ
も
北
ハ
の
附
舎
の
黙
を
斥
け
た
も
の
で
、
一
に
比
は
正
統
儒
皐
研
究
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
の
論
で
あ
る

が
、
然
し
乍
ら
、
儒
墜
の
目
的
の
一
に
経
紛
の
一
項
の
有
る
事
を
肯
定
す
る
限
り
、
一
線
一
問
一
時
間
尚
一
サ
純
一
…
吟
的
此
の
黙
の
強
調
さ
れ
る
所
に

致
川
の
傾
向
の
生
や
る
の
は
寧
ろ
常
然
で
あ
り
、

一
史
に
致
問
が
一
…
附
し
て
附
A
W
に
走
る
事
亦
極
め
℃
容
易
で
あ
る
。
又
一
一
間
よ
り
考
へ
れ

ば
、
淡
代
の
保
山
裁
が
百
家
守
新
の
さ
中
に
於
い
℃
、
儒
勝
一
ゐ
確
立
を
目
ざ
し
て
凡
ゆ
る
現
笈
の
問
題
を
訟
き
判
つ
事
を
手
段
と
し
た
翁
に
、

な
ど
と
云
つ
℃
居
る
の
は
、

途
に
は
佳
し
い
お
平
強
に
陥
っ
た
事
も
、

要
す
る
に
儒
勝
一
訟
立
へ
の
一
の
道
誌
と
し
℃
、

支
那
文
化
史
の
新
し
き
探
究

そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
、

の
際
に
川
下
川
り
、
研
究
封
象
の
一
班
と
し
℃
立
汲
に
存
在
の
債
依
を
有
す
る
も
の
で
、
決
し
℃
過
去
の
偏
狭
な
る
一
部
絞
勝
一
先
生
の
岱
せ
し
所

の
如
く
、

一
一
概
に
台
女
と
し
℃
排
し
去
り
之
を
不
問
に
附
す
る
が
如
き
一挙
は
、
有
る
ペ
か
ら
ざ
る
事
で
あ
る
と
愚
考
す
る
次
第
で
あ
る
。

，:}: .. 
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昭
和
十
五
年
十
月
十
七
日
神
嘗
祭
の
夜
稿
了
。
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